
 

【共催事業】びんご多文化共生研究会・福山市立大学教育研究交流センター・びんご日本語多言語サポートセンター「びるど」 

 

 

 

日時：2022 年 10 月 30 日（日）13:00～16:00 

場所：福山市立大学１階 小講義室 C，体育館（２F） 

定員：70 人(定員を超える場合は，市内在住の方優先で先着順とさせていただきます。) 

参加費：無料（事前申込が必要です。） 申込締切：10 月 25 日(火) 

申込方法：つぎの URL もしくは QR コードからお申込みください。→ 

https://bit.ly/3S5En0e 
※感染症感染拡大防止対策のため，急遽 中止/延期などの措置をとる場

合があります。申込者は，開催前日に申し込み時に登録したメールアド

レスをご確認ください。（オンライン開催への切り替えはありません）

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

後 援：中国新聞備後本社，エフエムふくやま 

進行：宮野
み や の

宏子
ひ ろ こ

・客本
きゃくもと

牧子
ま き こ

（びるどスタッフ） 

講師①：江原
え は ら

 誠一
せいいち

さん  

福山市危機管理防災課地域防災担当次長 

講師②：豊田
と よ た

 美
み

希
き

さん 

災害時，福祉班に所属（福山市福祉総務課次長） 

【全体の流れ（予定）】 

① 水害について学びます。正しい情報をみつける

ための方法や，災害前の準備について，体験的

に学んでみましょう。 

② 緊急避難場所はどんなところかを学びます。 

避難しているときに，何かサポートしてもらえるの

か，何を自分で準備しなければならないのかな

ど，体験的に学びます。 

③ 緊急避難場所を開設するときに，どんなものが

あったらすべての避難者が安心して避難できる

かなど，改善ポイントを外国人市民の目線で  

一緒に考えましょう。 

災害が近づいてきたとき，「何をしたらいいの？ どうやって命をまもるの？」と 考えたことがありますか？

今回のワークショップでは，台風や大雨での水害を想定して，避難方法や緊急避難場所での受け入れにつ

いて，外国人市民の目線で参加者とともに確認をしていきます。 

災害が起きそうなとき，市役所には災害対策本部ができます。その時に，緊急避難場所を設置する担当

になるスタッフのみなさんと一緒に，私たちの命を守るために一緒に 考えてみませんか。 

災害
さいがい

時
じ

（水害
すいがい

），あなたは どうしますか？ 

ハザードマップって，何
なん

種類
しゅるい

もあるの？ 
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よく わからない・・ 

https://bit.ly/3S5En0e

